
 

様式第 1号－２（第６条第２項第１号） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

 

横浜市市民農園コーディネーター 登録シート（閲覧用） 

フリガナ ユウゲンガイシャ・エクサ・アイデイ 

法人名 有限会社 ＥＸＡ・ＩＤ 

所在地 ■横浜市内（ 緑    区）  □市外（    県・都・道・府） 

電話番号 045－922－1405 FAX 番号 045－922－1405 

Email 

アドレス 
担当者取締役；飯田正明；masaiida@P06.itscom.net 

ホームページ 

アドレス 
なし 

支援分野 

○計画・整備に関する支援 支援希望区 

○周辺環境や地域農業との調和対策への支援 
緑区 

その他 

得意とする 

支援の内容 

１．計画・整備に関する支援 

○(1) 開設地の用地調査、用地図・資料作成の助言・指導 

○(2) 農園施設整備に関する助言、資料作成の助言・指導 

○(3) 利用料の設定、利用者の募集方法に関する助言・指導 

(4) 開設整備及び管理運営コスト、初期投資回収の試算・助言 

(5) 不耕作地復元のための用地調査、施工計画の助言・指導 

２．周辺環境や地域農業との調和対策への支援 

○(1) 周辺被害防止対策に関する助言及び設計への支援 

○(2) 利用者の安全対策等に関する助言及び設計等への支援 

○(3) 路上駐車対策に関する助言及び具体的方策の策定支援 

○(4) 作物残さや雑草等の堆肥化、ゴミ対策に関する助言及び具体的方

策の策定支援 

 ３．その他 

 

 

※注意：このシートは横浜市のホームページ等で公開されます。 



 

市
民
農
園
に
関
す
る
実
績
等 

分  野 
実績、経験等（上記で選択した支援の内容に関連した実績、経験等につい

て地区名、事業名等も含め具体的に記入してください） 

 

１．特区農園「桃

の木畑農園」にお

ける「運営ルール

策定」などの支援 

 

 

平成 20年特区農園に指定されている。代表を選び、3 班に分け班長を

置き契約している。班別に通路、周辺土手の整備、栗畑周辺まで行って

いる。2区画 1か所、井戸水の水道がつき共同利用している。 

産物の交換も行いコミュニテイに役立てている。年 1回総会を実施。 

 

 

・農業が、地域の緑の環境をつくっており、その大切さを実銭しながら訴えたい。 

・緑区は農地面積が 12～13％であり市の面積の約 2倍を持っている。 

・野菜は 1日 300ｇが必要です。地産地消で「旬」を食べることの重要性をＰＲしている。 

・消費者に食の安心、安全、新鮮、栄養価の高い要望に応えられる農業を行う必要がある。 

・果物 1日 200ｇが必要です。はまなし、はまぶどう、ブルーベリ狩りを毎年 8 月に実施している。

今年で 10年目になる。毎年 40～60人参加しており 10年間延べ 500 人程度案内し緑区の農業の大切

さを訴えている。 

・農家も採算に合い、消費者（市民）も参加できる農業になる必要があります。これに応えるのが

市民農園です。 

・直売所の組織化ＰＲが必要です。 

・野菜などは 60品目以上ないと市民の要望には応えられないようです。 

・スーパーの 1区画に地場野菜と写真が出されていることは良いことと思います。 

 

 

※ 欄内に収まるよう記載ください。 


